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論文内容の要旨

本論文は，生体に関する化合物の吸着材および高速液体クロマトグラフィ用樹脂としての機能高分子

の合成および応用について検討し，新しい機能高分子の開発および新しい知見を得ることを目的とした

もので，その内容は緒言と本文 7 章および結語からなっている。

緒言では，本研究の目的と背景を述べ，その意義を明らかにしている。

第 1 章では，ポリスチレンージビニルベンゼンのビーズを濃硫酸でスルホン化することによる不融化

処理を経て，球形の硬質炭化吸着剤を得ている。また，得られた炭化ビーズの物理性質およびクレアチ

ニンおよびトリケトプリンに対する吸着性を調べているo

第 2 章では，ポリスチレンージビニルベンゼ、ルのビーズの炭化および活t性化のフ。ロセスについて，濃

硫酸で不融化処理および酸素あるいは水蒸気で活性化を検討している。

第 3 章では，サイズの大きいポリ塩化ピニリデンのビーズ合成条件を明らかにしているO それを炭化

して直接血液濯流用の球形炭化吸着剤を得ている o

第 4 章では，ポリアタリロニトリルのビーズ‘からサイズの大きい硬質炭素状のビーズの調製について，

炭化するときの雰囲気の影響を明らかにしている。また，得られた炭化ビーズのクレアチニン， トリケ

トプリンおよびビタミン B12'こ対する吸着性を調べている。

第 5 章では，それぞれの炭化吸着剤を用いて，プリンおよびピリミジン誘導体，クレアチニン，ビタ

ミン B 12に対する吸着性を調べ，微細な孔径の細孔を主体とする炭化吸着剤の大きい孔径の役割につい

て検討している。炭化吸着剤は微細な孔径ならびに大きい孔径，両者共に吸着性能に関係することを明

524-



らかにしている。

第 6 章および第 7 章では，ポリエチレンイミンでコーティングしたシリカゲルにシトシン，グアニン

およびヒポキサチンなどを結合させた高速液体クロマトグラフィ用樹脂を合成し，それを用いてプリン

およびピリミジン誘導体の分離を調べて， HPLC用樹脂として生体関連化合物の分離に利用できるこ

とを明らかにしている。

結語は総括であり，本研究で得られた結果と知見を要約して述べている。

論文の審査結果の要旨

本論文は従来用いられてきた吸着および分離用の機能樹脂を新しい分子設計によって改良し，特に生

体関連物質の選択吸着J性と高分離能を持つ新材料の開発を目的としたものである。主な成果を要約すると，

次のとおりである。

(1) 従来からよく用いられて来たポリスチレンージピニルベンゼン系樹脂を不融化かっ酸素や水蒸気に

よって活性化することによって，高機能の炭化吸着剤を得 この新しい樹脂が吸着性および分離性に

優れたものであることを見いだして，その原因となる基礎的な問題点を明らかにしている。

(2) ポリ塩化ビニリデンやポリアクリロニトリルなどの樹脂を原料とする，種々の孔径を持ち優れた吸

着性を示す新しい材料を合成し，その合成条件や孔径の吸着性におよぼす影響を明らかにしている。

(3) 以上で得られた高機能樹脂が，クレアチニンやビタミン B 12のような生体関連物質を極めて有効に

吸着し，血液浄化用樹脂として優れたものであることを示している。

(4) 核酸塩基を担持した一連の高速液体クロマトグラフィ用の樹脂を合成し，これらがプリン，ピリミ

ジン誘導体の分離に有効かっ選択的で、あることを示している。

以上の研究結果は，高分子化学および高分子物性の基礎的ならびに生体関連高分子の新しい工業的応

用の発展に寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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